
あとがき

　先日、東ヨーロッパの某医学会の国際 webinarで「医学英
語論文の書き方」について登壇いたしました。参加者には、
ヨーロッパ諸国をはじめ、ロシアのウクライナ侵攻から逃
れポーランドで新生活を始めた医師や、大地震が発生した
ばかりのトルコの医師などもおり、危機的な状況において
も、探究心を持ち続け、発信し続けようと努力されている
ことにとても心を打たれました。
　教育者、研究者としてそれぞれ国籍や専門分野は異なり
ましたが、「枠」を超え、人と人が繋がり、情報の発信や共
有は、それぞれの世界観を広げ、世界の誰かの助けとなっ

ている。そして、どのような状況下でも世界は繋がっている。
また、情報の発信者・受信者となるには、言葉で伝える英
語力と心と心を繋ぐための多文化理解が必要であると改め
て感じました。今回の第 81巻には英語で執筆された論文が
幾つかありますが、今後も増え、学術誌としてさらに活性
化されることを願います。
　世界では不安や悲しみと共に生活され、平和な日々に戻
ることができない人が増えています。国際社会の一員とし
て、何ができるのか探求し続けたいと思います。
 （小島多香子　記）
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